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『アカウンティング演習Ｂ』試験問題例

【問題】次の問題に答えなさい。質問の答えとして適切なものを１つ選び、記号で答
えなさい。

①次の文章はどの技法について記述したものか。

「管理会計では、どの原価差異についてさらに詳細な調査・分析をするのかを統計的に

判定するのに利用する技法である。一定の管理限界線を設定し、管理外れがあった差異な

どを重点的に調査･分析する。」

ア パレート図 イ 管理図 ウ Ｚチャート エ 散布図

②売上高、固定費、変動費が次の額であるとき、損益分岐点はいくらか。単位は千円。

売上高 80,000千円
固定費 21,000千円
変動費 56,000千円

ア ６５，０００ イ ７０，０００ ウ ７２，０００ エ ７５，０００

③商品販売業者の茅ヶ崎商会は２０品目の商品を販売している。ＡＢＣ分析によって重

点商品に絞って販売促進を実施することになり、商品別に売上高を集計したところ、表の

ようになった。販売促進の対象となるＡランクの商品数はいくつになるか。Ａランクは

７０％を目安とする。単位は万円である。

商品Ａ 商品Ｂ 商品Ｃ 商品Ｄ 商品Ｅ 商品Ｆ 商品Ｇ その他

１００ ７８ ６８ ５５ ５２ ４７ ４０ １１０

ア ３ イ ４ ウ ５ エ ６

④次の課題はどんなシミュレーション技法または統計技法と関係するか。

課題：目標利益を達成するための特定のインプット変数の数値を求める。

ア シナリオ分析 イ 回帰分析 ウ What-If分析 エ ゴールシーク分析

⑤直接労務費標準が標準作業時間２時間，１時間当たりの標準賃率２，２００円であるとき、

当月の生産量が８５０個、実際消費量が１，６６０時間、実際賃率が２，３５０円であったとき、

労働能率差異ははいくらか。

ア ８８，０００円の有利差異 イ ９４，０００円の不利差異

ウ ８８，０００円の不利差異 エ ９４，０００円の有利差異

【解答】
① イ ② イ ③ ウ ④ エ ⑤ ア


